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1.ライフサイエンス分野の概要



（1）
 

関連政策
 1）各政策の分野別取り組みについて

ライフサイエンスは、人間生活の基本である「生きる」、「食べる」、「暮らす」と密接に関

 わる技術分野であり、医薬品や食品、化学品、環境などの幅広い産業分野への応用が

 期待されている。

中国政府は、今世紀中に国民経済の持続可能な発展を実現するためには、ライフサイ

 エンスとバイオ技術および関連産業の発展を実現することが不可欠であるとの基本的

 考えを示している。

「第11次5ヵ年」：２００６年から2010年の五年間

①

 
国民経済・社会発展｢第11次5ヵ年｣規画

②

 
中長期科学技術発展規画（2006～2020年）

③

 
「第11次5ヵ年」科学技術発展規画

④

 
産業発展「第11次5ヵ年」規画

ライフサイエンスの発展に関係する国家政策



①
 

国民経済・社会発展｢第11次5ヵ年｣規画


 
2006年3月に全国人民代表大会（全人代）で承認



 
科学技術イノベーションを通じた飛躍的発展を謳う。



 
ライフサイエンス分野でも集中的に基礎研究と技術研究を強化し、自主イノ

 ベーションの強化、推進を行う方針を打ち出す。



 
遺伝子組換え生物の新品種の育成

－機能遺伝子のクローンと検証、大規模遺伝子組換え操作などの中核技術の開発

－優れた品種のイノベーション、新品種の育成、大規模な品種生産



 
重大新薬のイノベーション

－自主知的所有権と市場競争力を持った新薬の研究・製造

－国際的に先進水準の研究開発プラットフォームの確立



 
エイズやウイルス性肝炎などの重大感染症の予防

－エイズやウイルス性肝炎などの重大感染症の有効な予防・管理技術システムを構築

－特効性のある診断試薬やワクチン、薬物、検査測定技術の研究開発

「重大科学技術特別プロジェクトと重大科学技術基盤施設」（ライフサイエンス分野抜粋）



②
 

中長期科学技術発展規画（2006～2020年）



 
科学技術政策の根幹となる規画



 
2020年までの15年間に実現すべきライフサイエンス分野における科学技術上の重

 要な発展目標を掲げる。

「重点領域および優先テーマ」（ライフサイエンス分野抜粋）

農業、人口・健康、公共安全

 
についてそれぞれ発展構想と優先テーマを定める

 
。

「基礎研究テーマ」（ライフサイエンス分野抜粋）



 
生命プロセスの定量研究およびシステム整合



 
脳科学および認知科学



 
人類の健康および疾病の生物学的基礎



 
農業生物の遺伝改良および農業の持続可能な発展のための科学的な課題



 
農業生産力の向上を促進して効果的に国の食糧安全を保障する。



 
重大な疾病の予防と治療レベルを飛躍的に向上させる。エイズ、肝炎等の重大

 な疾病が抑制され、新薬の開発と重要な医療器械の開発に関して飛躍的な進

 歩を達成し、産業として発展するよう技術力を備える。

「発展目標」（ライフサイエンス分野抜粋）



③
 

「第11次5ヵ年」科学技術発展規画



 
前述の２規画を受け、2010年までのさらに具体的な自主イノベーションに関する戦

 略目標を掲げている。



 
多様な技術を集積し、人民の健康と公共安全、都市化と都市の発展などの社会

 的公益領域における科学技術サービス能力を引き上げる。



 
重大疾病の予防と新薬の開発に関する重点技術を攻略し、国民の健康水準を

 向上する。

「発展目標」（ライフサイエンス分野抜粋）

「戦略目標に基づいた重点特定プロジェクト」（ライフサイエンス分野抜粋）



 
重要な新薬の開発



 
エイズとウイルス性肝炎など重大感染症の予防



 
遺伝子組換え生物新品種の育成

「緊急のニーズに応じて克服する必要のある技術」（ライフサイエンス分野抜粋）



 
農業技術の全面的な改良と農業生産力の持続的な向上



 
重大疾病の予防・治療技術



 
漢方医学の伝承と近代化の研究



④
 

産業発展「第11次5ヵ年」規画



 

農業のハイテク技術の普及と応用を強化する。



 

「バイオ医薬特定プロジェクト」を立ち上げ、「第11次5ヵ年」期(2006～2010年)末に新型病

 原体の診断試剤を20種類、重要な新薬5～10種類を自主イノベーションによって作製し、

 独自の知的財産権を持つバイオ医学エンジニアリング製品を国内外市場で発売する。



 

政策法規、技術イノベーション、技術基準、生物安全保障、産業組織、サービス体系を確

 立する。



 

自主知的産業権を有する年商10億元（約150億円）以上のバイオ技術製品を開発する。



 

年商100億元（約1500億円）を超える大型バイオ企業を10社ほど設立する。



 

北京、天津、河北、長江デルタ、珠江デルタ地区にバイオ産業基地を建設し、年商500億

 元（約7500億円）を超えるバイオ基地を8ヵ所設立する。



 

2010年までにバイオ産業増加値はGDPの約2％に相当する5000億元（約7兆5000億円）以

 上へ、またバイオ産業の輸出額も増加させる。



 

2020年までに、全国のバイオ産業の増加値はGDPの4％以上に相当する2兆元を突破し、

 ハイテク領域の支柱産業とする。

「生物産業発展『第11次5ヵ年』規画」

 
（国家発展改革委員会、2007年4月8日）

「ハイテク産業発展『第11次5ヵ年』規画」

 
（国家発展改革委員会、2007年4月28日）



2）重点分野推進政策

「国家中長期科学技術発展規画綱要」と「国家『第11次5ヵ年』科学技術発展規

 画」の中で、

 
以下8つの分野を「重大特定プロジェクト」と位置付け、それぞれ

 の具体的な推進政策と目標を掲げている。

①

 
遺伝子組換えによる生物製品・新品種の育成

②

 
新薬の開発

③

 
エイズやウイルス性肝炎などの伝染病の予防と

 治療

④

 
標的分子の発見・同定技術

⑤

 
動植物品種および医薬品の分子設計技術

⑥

 
遺伝子操作および蛋白質工学技術

⑦

 
幹細胞を基礎とするヒト組織工学技術

⑧

 
次世代の工業バイオテクノロジー

重大特定プロジェクト



遺伝子クローンと検証、遺伝子操作の拡大、生物の安全評価を研究し、優れた品

 種のイノベーション、育成、大量生産の三大技術プラットフォームを確立したうえで、

 新遺伝子を1000種以上開発する。また、中国の遺伝子組換え生物の体系に基づ

 き、遺伝子組換え農作物を100～150種、遺伝子組換え動物を30種以上育成する。

①

 
遺伝子組換えによる生物製品・新品種の育成

重点的に化学薬品と生物薬品の識別・検証、新薬の設計を研究し、大規模で効率

 の高い薬物の選別、薬効と安全性評価、調合と生成に関する中核技術の研究を

 行い、治療効果が信頼でき品質の安定した漢方薬を開発し、知的所有権と市場競

 争力を持つ30～40種の新薬を開発する。

②

 
新薬の開発

新型ワクチンと治療薬物の開発に関して中核技術に重点を置き、効率が高い特異

 性診断試薬を40種、ワクチンおよび薬物を15種、自主開発する。漢方医学と西洋

 医学、および両者の結合した治療プランを研究、制定し、先進国レベルに匹敵した

 10の防疫治療技術プラットフォームを設立し、エイズや肝炎が有効に予防・制御で

 きる技術体系を構築する。

③

 
エイズやウイルス性肝炎などの伝染病の予防と治療



生理と病理のプロセスにおいて、中心的遺伝子の機能と遺伝子制御ネットワーク

 の解明、疾病に関係する遺伝子機能の解明、遺伝子発現制御、標的分子の絞り

 込み・実証技術、「遺伝子から医薬品へ」の新しい医薬品の開発・生産技術等の研

 究を行う。

④

 
標的分子の発見・同定技術

蛋白質と細胞の動的プロセスの生物情報分析・統合・シミュレーション技術、動植

 物品種と医薬品の仮想設計技術、動植物品種の発育と医薬品の代謝工程のシ

 ミュレーション技術、コンピュータによる化合物データベース設計・合成・スクリーニ

 ング等の技術を研究する。

⑤

 
動植物品種および医薬品の分子設計技術

遺伝子の効果的な発見と制御技術、染色体の構造と統合技術、遺伝子蛋白質

 コードの人工設計と改造技術、蛋白質のペプチド結合の修正および構造変更技術、

 蛋白質構造解析技術、蛋白質の量的な分離・精製技術を重点的に研究する。

⑥

 
遺伝子操作および蛋白質工学技術



治療クローニング技術、幹細胞の人体外での増殖と分化技術、人体外のヒト組織

 の再生と大量培養技術、ヒトの多細胞組織の再生と一部修復技術および生物再

 生技術を研究する。

⑦

 
幹細胞を基礎とするヒト組織工学技術

機能性細菌の大量選別技術、生体触媒の指向性進化技術、生体触媒の工業量

 産への応用技術、環境触媒浄化剤の開発・製造技術および工業生産の工程技術

 を研究する。

⑧

 
次世代の工業バイオテクノロジー



（2）研究予算
 1）研究機関

（万元）

2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年
151,966 194,674 213,505 245,775 282,302 301,535

7.7 9.3 7.7 8.7 8 8.3
生物学 53,163 60,061 68,740 78,778 88,966 95,405
農学 49,429 70,598 73,711 81,425 88,965 108,010

畜産・獣医科学 7,812 11,043 13,506 16,531 17,337 17,919
基礎医学 6,015 7,822 8,232 10,644 11,768 8,866
臨床医学 15,236 18,202 17,341 21,071 24,756 24,206

予防医学と衛生学 3,571 6,616 9,061 10,850 17,126 14,037
軍事医学と特殊医学 144 354 288 515 372 118

薬学 7,803 9,183 9,356 11,687 17,519 11,846
漢方医学と漢方薬 8,793 10,795 13,270 14,274 15,493 21,128

ライフサイエンス分野合計
ライフサイエンス分野が研究
機関全体に占める割合（％）

内
訳

研究開発機関のライフサイエンス分野での研究開発内部支出の推移

•全体に占める割合は7～8％程度で推移しているが、プロジェクト内部支出は顕著に増加している。

•2006年、前年より増加しているのは｢生物学｣、「農学」、「畜産・獣医科学」、「漢方医学と漢方薬」の

 4学科しかなく、残りの5学科はいずれも減少した。

•とくに伸び率が大きかったのは「漢方医学と漢方薬」で前年比36.4％増となった。

•また、「生物学」と「農学」の研究開発支出の合計額は約20億元（約300億円）となり、ライフサイエン

 ス全体の約67.5％を占めた。

出典：「中国科技統計年鑑」（2002～2007各年版、国家統計局・科学技術部編、中国統計出版社）



2）高等教育機関

（万元）高等教育機関のライフサイエンス分野での研究開発内部支出の推移

•高等教育機関における研究開発内部支出は研究開発機関より大きな伸び率で増加しており、

 2005年には絶対額で研究開発機関を上回った。

•2006年、「軍事医学と特殊医学」を除いてすべての分野で前年実績を上回った。

•特に、「漢方医学と漢方薬」が116％の高い伸びを示した。

•「生物学」（22.8％）、「臨床医学」（21.9％）、「農学」（20.4％）の3学科の合計額が、ライフサイエンス

 全体の研究開発支出額の65％を占めた。

出典：「中国科技統計年鑑」（2002～2007各年版、国家統計局・科学技術部編、中国統計出版社）

2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年
98,457 154,854 204,463 233,177 302,803 376,280

13 16.2 16.2 15.8 15.7 13.1
生物学 21,807 39,896 60,664 59,425 75,153 85,623
農学 25,955 33,328 40,670 47,598 54,086 76,787

畜産・獣医科学 4,824 10,666 13,969 15,849 21,160 23,928
基礎医学 13,699 24,372 24,150 27,736 32,476 34,310
臨床医学 19,254 28,992 40,168 48,083 74,189 82,551

予防医学と衛生学 3,033 2,273 3,919 5,663 7,077 11,416
軍事医学と特殊医学 31 27 135 68 44 27

薬学 5,496 8,199 11,569 16,273 21,772 25,198
漢方医学と漢方薬 4,358 7,101 9,219 12,482 16,846 36,440

ライフサイエンス分野合計
ライフサイエンス分野が全体に

占める割合(%)

内
訳



（3）研究人材
 1）研究機関

（人･年

 

）研究開発機関における人的資源（研究者・技術者）投入量の推移

•研究開発機関の人的資源投入量は、2005年まではそれほど大きな変化は見られなかったも

 のの、2006年には前年比33.6％

 

で3万404人･年に達した。

•学科別の絶対数では「農学」が1万1678人･年でトップを維持した。

•｢農学｣と「生物学」の2分野だけでライフサイエンス全体の63％を占めた。

•学科別の伸び率を見ると、「生物学」が95.4％でトップとなった。

出典：「中国科技統計年鑑」（2002～2007各年版、国家統計局・科学技術部編、中国統計出版社）

2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年
22,797 22,671 22,006 21,960 22,755 30,404

17.9 19.1 17.1 17.6 17 19.3

生物学 4,960 3,739 3,376 3,550 3,826 7,476
農学 9,938 10,410 9,802 9,343 9,723 11,678

畜産・獣医科学 1,520 1,717 1,754 1,683 1,760 2,370
基礎医学 896 775 775 876 863 1,005
臨床医学 1,941 2,044 2,275 2,591 2,494 3,139

予防医学と衛生学 609 1,036 1,193 1,300 1,211 1,580
軍事医学と特殊医学 31 33 22 34 28 21

薬学 1,023 911 830 695 908 1,050
漢方医学と漢方薬 1,879 2,006 1979 1,888 1,942 2,085

ライフサイエンス分野合計
ライフサイエンス分野が全体に

占める割合(%)

内
訳



2）高等教育機関

（人･年

 

）高等教育機関における人的資源（研究者・技術者）投入量の推移

•高等教育機関の人的資源投入量は、2001年当時と比べると2倍以上の高い伸び率を示し、動

 員数は研究開発機関の2倍以上にあたる。

•学科別では「臨床医学」分野への人的資源投入が大きな割合を占め、2006年実績（3万593

 人･年）ではライフサイエンス全体の41.6％に達している。

•また、「生物学」（13.1％）、「基礎医学」（12％）、「漢方医学と漢方薬」（11.5％）でも人的資源の

 投入が安定的に行われている。

出典：「中国科技統計年鑑」（2002～2007各年版、国家統計局・科学技術部編、中国統計出版社）

2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年
35,446 42,346 45,922 61,336 66,525 73,455

26 27.6 28.3 30.3 30.3 28.1

生物学 4,971 5,515 6,279 8,339 8,905 9,626
農学 5,027 5,776 5,942 6,956 6,717 7,933

畜産・獣医科学 1,585 1,705 1,777 2,229 2,752 3,072
基礎医学 5,111 5,959 6,065 8,940 8,747 8,805
臨床医学 12,870 16,660 18,026 24,909 28,403 30,593

予防医学と衛生学 1,041 781 994 1,644 1,471 2,016
軍事医学と特殊医学 20 29 16 31 20 53

薬学 1,340 1,446 1,608 2,313 2,375 2,878
漢方医学と漢方薬 3,481 4,475 5,215 5,975 7,135 8,479

ライフサイエンス分野合計
ライフサイエンス分野が全体に

占める割合(%)

内
訳



（4）研究成果
 1）科学技術論文

学科別収録論文数の推移

出典：「中国科技統計年鑑」（2002～2007各年版、国家統計局・科学技術部編、中国統計出版社）

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年

（
編

）

生物学 予防医学と衛生学 基礎医学

薬学 臨床医学 中医学

軍事医学と特種医学 農学 畜産・獣医科学



2）特許
ライフサイエンス分野の発明、実用新案特許の申請数と承認件数の推移

出典：「中国科技統計年鑑」（2002～2007各年版、国家統計局・科学技術部編、中国統計出版社）
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（5）国際研究活動の展開

国際プロジェクトへの参加

二国間協力

政府間（科学技術部
などの政府部門）
での協力協定

中国科学院
による協力

国家自然科学基金
委員会による協力



中国は1999年9月、「ヒトゲノム計画」に正式に加入し、1％のヒトゲノム（約3000万

 個の塩基）解読の責任を負った。

2003年4月、参加国6カ国は「ヒトゲノム配列解読完了に関する6カ国首脳共同宣

 言」を発表し、予定よりも2年前倒しで、99.99％以上の精度で解読し終えた。

2001年2月に創設されたヒトプロテオーム機構(Human Proteome Organisation：

 HUPO)の下で中国が主導して行うプロジェクトであり、2002年に北京プロテオーム

 研究センターの賀福初教授の指導のもとで設立された。

現在、中国、アメリカ、カナダ、フランスなど18カ国と100以上の実験室が参加して

 いる。

②

 
国際ヒト肝臓プロテオーム計画（Human Liver Proteome Project：HLPP）

③

 
中医薬国際科学技術協力計画

①

 
ヒトゲノム計画（Human Genome Project：HGP）

中国政府により提唱された本計画は、国内外の漢方薬の資源を統合し、様々な

 ルートを通じて漢方医薬での国際協力の機会を積極的に模索することを目的として

 いる。
現在、世界の70以上の国・地域との間で漢方医薬の協力を含む政府間合意書が

 調印されている。このうちオーストラリアや南アフリカなどでは漢方医薬は法的に承

 認・保護されている。

1）国際プロジェクトへの参加



国連教育科学文化機関（UNESCO）が1971年に設立した生態学の国際プロジェク

 ト。

世界中の1万人以上の研究者が参加しており、中国の研究者もいくつかの研究プ

 ロジェクトに参加している。

④

 
人間と生物圏計画（Man and the Biosphere Programme：MAB）

1988年に中国生態系統研究ネットワーク（CERN）が設立された。

現在、農地生態系試験ステーションや森林生態系試験ステーションなど46箇所の

 ステーションとセンターを有する。

⑤

 
国際長期生態学研究ネットワーク（International Long-Term Ecological Research 

Network：ILTER）

パンダの遺伝子配列研究は2008年3月、中国や英国、米国、デンマーク、カナダの

 研究者が参加する国際プロジェクトとしてスタートしている。

⑥

 
ジャイアントパンダ遺伝子配列研究プロジェクト



2）二国間協力

① 政府（部門）間でのライフサイエンス分野の国際協力

相手国 協定・プロジェクト 概要

日本 「日中科学技術協力協定」
2008年2月の日中科学技術協力委員会で、生
物技術と生命科学を重点分野とすることを確
認。

アメリカ 「中米科学技術協力協定」
2004年に今後の重点領域として農業科学と衛
生健康分野を含めることで合意。

英国 「中英科学技術協力協定」
2006年に今後の重点領域としてバイオ医薬と
伝統医薬の近代化、伝染病を含めることで合
意。

ドイツ 「中独科学技術協力協定」
2006年に今後の重点領域としてライフサイエン
スを含めることで合意。

フランス
「中仏先進研究計画（ PRA）
協力協議」

協力分野は、①生物医学、②バイオ技術、③環
境、④情報、⑤材料、⑥地学である。現在まで
に専門家委員会を10回以上開催しており、382
のプロジェクトの実施を確定している。

ロシア 「中露科学技術協力協定」 優先分野に生物、バイオ領域などが含まれる。

韓国 「中韓科学技術協力協定」
漢方薬、海洋、林業などのプロジェクトが含まれ
る。



② 中国科学院によるライフサイエンス分野での国際協力

相手国 提携機関 主要提携内容 主要交流方式
エジプト エジプト科学院 バイオ技術

パキスタン
パキスタン国際ナサジャリ
スクール

物理、バイオ技術 研修

日本 日本学術振興会
自然科学（重点はバイオ、電子、材
料）

講演、訪問

日本 理化学研究所
物理、化学、生物、電子、半導体、
ライフサイエンス

1年間の研究者交換

オランダ オランダ教育科学省
自然科学の各分野（重点は気候変
動と環境、材料、バイオ）

中、短期プロジェクト、講演、
共同研究

フランス 農業研究所 農業とライフサイエンス
青年研究者の相互訪問、シン
ポジウム

パキスタン 原子力委員会 バイオ プロジェクト単位で決定

フランス 国立健康・医学研究所
ライフサイエンス、分子生物学、神
経生理と生物学、免疫学、細胞遺
伝、薬理学

共同プロジェクト

ドイツ 健康・環境保護センター 生態農業と毒理学 共同研究

ドイツ
バーデン・ヴュルテンベルク
州科研部

ライフサイエンス 研修



③ 国家自然科学基金委員会によるライフサイエンス分野での国際協力

相手国 提携機関 主要提携内容 主要交流方式
カナダ 医学研究評議会 医学 研修、訪問

フランス 農業研究所 農業科学 プロジェクト単位で決定

イギリス
バイオ技術・ 生物学研
究委員会

バイオ技術とバイオ科学 プロジェクト単位で決定

カナダ
ケベック医学研究評議
会

医学 研修、訪問

メキシコ
国際トウモロコシ小麦改
良センター

農業科学 プロジェクト単位で決定

フィリピン 国際水稻研究所 農業科学 プロジェクト単位で決定



2.ライフサイエンス分野の  
現状および動向



（1）
 

ゲノム・機能分子
 

1）ゲノミクス



 
1998年、北京と上海にそれぞれ国家ヒトゲノム研究センターを設置。



 
国際プロジェクトである「ヒトゲノム計画」に参加し、1％のゲノムの解読を担当し、

 2000年4月末、マップ作成を完了した。



 
「中華民族ゲノム若干遺伝子座研究」プロジェクトは。既に少数民族と漢族の不

 死化細胞株を約30樹立している。



 
「炎黄一号プロジェクト」では、全ゲノム比較法によりSNP座を約1万3000個スク

 リーニングした。



 
「中国人ゲノムSNPのハプマップ作成および開発応用プロジェクト」では、ヒト21番

 染色体上の127個の既知遺伝子に対して大規模なSNPスクリーニング研究を行

 い、系統的な中国人SNPタイプと頻度を取得している。



 
微生物のゲノムの研究においても顕著な成果をあげており、多種の微生物の全

 ゲノム配列測定作業を完了している。



2）機能ゲノム



 
中国は現在、既に数十万本のESTの初期分離を完成し、ヒトゲノムの全長

 cDNAクローン数千本を完成し、数百件の新遺伝子に関する特許を申請してい

 る。



 
悪性腫瘍、特発性高血圧、糖尿病、精神疾病、神経系遺伝病、その他遺伝病

 の重要家系同胞対および各種組織の大規模なサンプリングを実施した。



 
長沙、上海、北京を中心とする20数ヵ所の医学センターによる重大疾病の遺

 伝子資源収集ネットワークと資源情報データベース管理システムが構築され

 ている。



 
一般疾病と希少遺伝性疾病のサンプルを含め、家系同胞対3000個以上、

 DNA（不死化細胞株を含む）サンプル1万8000個以上が収集されている。

① ヒトゲノムのクローン鑑定



② 水稲などの重要経済植物に対する機能遺伝子クローンと機能ゲノム

科学研究



 
1万5000個の水稲EST配列を含んだcDNAチップが構築されている。



 
多種成長発育時期と環境応答分野の遺伝子発現プロファイルを作製し、イネ

 白葉枯病菌遺伝子、いもち病抵抗遺伝子、広親和性遺伝子など、一連の水

 稲重要機能候補遺伝子のクローンが作成された。



 
T-DNA挿入技術によって、水稲染色体動原体の配列が完全に測定されてい

 る。

③ 微生物機能遺伝子研究



 
レプトスピラを維持する遺伝子が4700個程度はじめて識別され、このうち新遺

 伝子は95％であった。



 
病原性遺伝子が30個程度、ワクチン開発用潜在新標的物質10個程度の鑑定

 が行われている。



 
植物グラム陰性細菌全遺伝子配列の測定にあたり、当該菌種のゲノムが

 511.9497万塩基対より組成したことを明らかにした。予測される含有遺伝子約

 4600個、獲得された遺伝子突然変異体約2500個、スクリーニングされた非病

 原性突然変異体170個、キサンタンガム突然変異体147個、鑑定した病原関連

 遺伝子は50個である。



3）プロテオミクス



 
中国では、復旦大学蛋白質研究センター、軍事医学科学院プロテオミクスセン

 ター、高等学校プロテオミクス研究院、中国科学院プロテオミクス重点実験室、

 中国医学科学院プロテオミクス研究センターなどのプロテオミクス研究セン

 ターあるいは重点実験室が相次いで設立されている。



 
中国のプロテオミクス研究はスタートしたばかりであるが、肝臓癌などの重大

 疾病、レチノイン酸による白血病細胞アポトーシス誘導モデルとレチノイン酸に

 よる胚神経幹細胞分化誘導モデルなどの比較プロテオミクス研究、重要な生

 理・病理システム・プロテオミクス成分研究の方面で、重要な成果を上げてい

 る。



 
「国家重点基礎研究発展計画」（「973計画」）プロジェクトと「国家ハイテク研究

 開発発展計画」（「863計画」）プロジェクトでは、「重大疾病の比較プロテオミク

 ス研究」と「重要生理・病理システムの機能プロテオミクス研究」が実施されて

 いる。



 
2003年10月には中国人類プロテオミクス組織（ChineseHUPO）とプロテオミク

 ス専門委員会が正式に設立されている。



4）構造ゲノム科学



 
構造ゲノム科学の根幹をなす中国の構造生物学研究の基盤は比較的良好で、

 1960年代には世界初の人工合成インスリンを開発している。70年代には、1.8

 オングストローム分解能のブタインスリン3次元構造を測定し、当時の世界先

 進レベルに達していた。



 
2000年から構造ゲノム科学の研究を展開しており、「863計画」、「973計画」、

 中国科学院知識イノベーション・プロジェクト、国家重大難関突破プロジェクト、

 国家自然科学基金などを通じて、構造ゲノム学の研究と関連技術のプラット

 フォームの建設を重点的に支援している。



 
構造生物学研究チームの規模はここ数年着実に拡大しており、中国科学院生

 物物理研究所、中国科技大学、北京大学、清華大学、中国科学院物理研究

 所、高エネルギー研究所、上海生命科学研究院、福州物質構造研究所、復旦

 大学などが、構造ゲノム研究を展開する重要な基地となっている。



（2）
 

細胞機能（再生・発生、免疫・癌）
 

1）癌ゲノム治療



 
1991年、中国初の遺伝子治療臨床試験となるB型血友病に対する遺伝子治療

 臨床試験が行われ、その後、多くの重大疾病に対し遺伝子治療の基礎研究と

 臨床試験が行われてきた。



 
「863計画」、「973計画」、国家自然科学基金などの国家科学技術計画では、遺

 伝子治療の研究と臨床試験をサポートしており、十数年に及ぶ発展を経て遺伝

 子導入と遺伝子治療臨床試験が着実に進展した。



 
具体的には、複数の国家遺伝子治療モデル基地が建設され、B型血友病、悪

 性神経膠腫（グリオーマ）、悪性腫瘍、梗塞性末梢血管疾病など6つの遺伝子治

 療プランが臨床試験の段階に入っている。このほか、20～30の自主知的財産権

 を有する遺伝子治療プランも臨床試験段階に入っている。



2）幹細胞移植の研究


 
中国の幹細胞研究と応用は一定の基盤が整えられた段階にある。



 
最も研究・応用が進んでいるのは造血幹細胞であり、1960年代に骨髄移植の

 研究が始まり、70年代末から80年代初期にかけて臨床骨髄移植による血液

 病の治療が主要な都市で続々と行われた。90年代以降は骨髄移植以外にも

 末梢血と臍血幹細胞の移植が血液病と腫瘍の治療として普及してきている。



 
2001年には北京で中国初の「生命バンク」が設立され、新生児の臍帯血を冷

 凍保存し、将来、保存されている本人の臍帯血を移植して治療することが可能

 となった。



 
組織幹細胞に関しては、第4軍医大学と艾尓膚会社は、既に国家食品薬品監

 督管理局から人工皮膚（組織工程皮膚）の臨床試験実施許可を取得したうえ

 で臨床試験を行い、製品登録証明書を取得している。



 
造血支持、心筋再生（心臓衰弱など）、血管再生などの前期研究も基本的に

 完了しており、一部の製品は既に中国薬品生物製品検定所から認証されてい

 る。



 
組織器官代用品の研究は、人工血液が既に臨床試験実施許可を取得してい

 るほか、人工股関節も生産許可を取得し、大量生産を開始している。



3）人工多能性幹細胞（iPS細胞）



 
中国科学院広州生物医薬・健康研究院や上海生命科学研究院の生物化学・

 細胞生物学研究所、北京生命科学研究所などを含む複数の研究機関がすで

 にiPS研究のプラットフォームを確立している。



 
中国政府もiPS細胞研究を重視しており、国内の約20の研究室が政府の支援

 を受けて、基礎研究や動物を使った治療研究を行っている。



 
北京大学などの研究グループは、京都大学の山中教授らが使った4因子をア

 カゲザルの皮膚細胞に導入し、サルの皮膚からiPS細胞を作ることに世界で

 初めて成功した。



（3）脳神経


 
中国の脳科学研究は、基盤が整備されている段階にある。



 
集中的に研究が行われているテーマは、痛みと鎮痛メカニズム、視覚情報処理

 の分子基礎、神経細胞の信号伝達、シナプス伝達の制御、神経回路の、ホルモ

 ンの神経細胞への作用、遺伝子レベルの脳機能制御、神経系の発育と修復な

 どである。



 
神経系疾患の遺伝子解読、脳機能の遺伝子レベルでの制御、神経系の発育と

 修復、新型非侵襲的脳内映像技術などの分野でも一定の成果をあげてきてい

 る。



 
中国政府は「脳機能と脳重大疾患の基礎研究」と「神経発育の基礎研究」など

 が「973計画」と「863計画」に組み込まれ、「攀登計画」の中にも脳科学研究の課

 題が盛り込まれている。



 
中国では神経活動における細胞と分子メカニズム、老人性認知症とパーキンソ

 ン症候群などの発病メカニズムと発病原因、脊髄損傷の修復メカニズムなどの

 分野で、国際的にも先進レベルに達することを目標として掲げており、中国独自

 の治療プランと中国語認知の観点からも研究を行う予定になっている。



（4）臨床医学、医療設備・器具
 1）重大伝染病の予防と治療の研究

① SARS 


 
2003年4月、63株のSARSのサンプルからSARSのゲノムを解読することに成功し、

 初期に流行したSARS-CoVウイルスのゲノムが動物のSARSウイルスのゲノムに酷

 似していることを解明した。



 
また、ウイルスが流行の途中で変異したことにより、中期、後期の流行時にはウイ

 ルスの感染力が強まったことも判明した。



 
SARSウイルス中のN蛋白の測定方法が確立し、発病から7日以内のウイルスを早

 期診断できるようになった。



 
治療方面では、漢方医学と西洋医学の結合による治療方法も研究された。



 
ワクチンも開発され、試験的に60名に予防接種を行った。

② 結核



 
2005年、世界の結核抑制目標を達成し、「直接監視下短期治療」（Directly 
Observed Therapy Short-course：DOTS）カバー率100％、患者発見率70％、治癒

 率85％となった。


 
化学療法による治療は治療期間が9ヵ月にまで短縮され、新規塗抹陽性肺結核の

 臨床治癒率も85％以上まで高まっている。



③ エイズ



 
中国が独自に開発したエイズワクチンの臨床実験が2004年末からスタートしてい

 る。



 
治療コストを抑制するため、エイズ治療薬の国産化が進められている。



 
現在、西洋医学と漢方医学を結合したエイズ治療と予防の研究が行われている。

④ ウイルス性肝炎



 
世界保健機関（WHO）の統計によると、中国のB型肝炎感染者数は世界の感染者

 数の10％を占め、約1億3000万人に達する。



 
現在、B型肝炎、C型肝炎、G型肝炎の研究が主に進められており、B型肝炎のワク

 チンに関する研究では世界でもトップクラスにある。



 
復旦大学と北京生物製品研究所によって開発されたB型肝炎ワクチンは2002年に

 国家食品薬品監督管理局から臨床試験が許可された。



 
第3軍医大学による「治療用B型肝炎ワクチン」もⅠ期臨床試験が終了し、Ⅱ期臨

 床試験が行われている。



 
B型肝炎ワクチンは国家Ⅰ類新バイオ製品に指定されており、中国の医薬製品特

 許の中で最も多くの特許数を取得している。



（5）食品の持続的生産に関する研究開発
 1）遺伝子組換え動物



 
1990年、中国で初めてのクローン哺乳動物である胚胎細胞クローンウサギを作製

 することに成功した。



 
その後、中国はヤギ、ウシ、マウス、ブタの5種類の胚胎細胞クローン動物を作製し

 たが、体細胞クローン技術を応用した遺伝子組換えクローンヒツジ「ドリー」の誕生

 （1997年）を受け、中国における動物クローン研究はさらに加速した。



 
1999年10月、中国で最初の体細胞クローン動物である体細胞クローンヤギを作製

 した。



 
最近では、中国農業大学のプロジェクトチームが、ヒトラクトフェリンの遺伝子組換

 え乳牛の育種に成功した。



 
中国の研究者は絶滅危惧動物のクローン分野においても積極的に研究を進めて

 おり、1998年からは異種クローン･ジャイアントパンダの可能性が研究されている。



2）遺伝子組換え農作物



 
中国では遺伝子組換え農作物の研究開発が進んでおり、これまでに中国では、ト

 マト、綿などの作物で遺伝子組換え植物の商品化生産が承認されている。



 
遺伝子組換え抗害虫綿などを独自に開発し、世界で2番目に自主知的財産権を有

 する国となった。



 
抗害虫綿は、1997年に中国政府が正式に商業化を認め、2007年には25万ヘクター

 ルに達した。



 
中国政府はいくつかの遺伝子組換え植物の商品化生産を許可しているが、科学研

 究成果を大規模に応用できるような大型農業企業が存在していないこともあり、遺

 伝子組換え農作物の栽培面積が農作物総栽培面積に占める割合はまだ数パーセ

 ント程度に過ぎない。



3）交配種の研究



 
1960年代から雑交種の研究と応用を開始しており、現在、既にトウモロコシの90％

 以上が交配により開発された雑交種である。この数字は世界でもトップクラスにあ

 る。



 
これまでに開発、応用されてきた交配種の農作物には、トウモロコシ、油糧作物、イ

 チゴ、大豆、米、ジャガイモなどがある。



 
コメは1950年代から60年代にかけて、水稲矮化育種を導入したことにより、もみの

 産量は20～30％増加した。さらに、1970年代に中国で開発された交配種によって、

 もみの生産量はさらに20％増加した。1976年から98年にかけて、もみの累計生産

 増加量は3.5億トン、社会利益は3500億元に達している。



 
コメの生産量をさらに引き上げるため、中国は1996年から「中国スーパーライス種

 プロジェクト」を実施し、中国スーパーライス種モデル生産基地を複数箇所建設した。



4）植物組織の培養



 
中国で最も成熟し広範に利用されているのが植物微細繁殖技術、すなわち試験管

 植物技術である。



 
中国の試験管植物の応用は1970年代から始まり、80年代にはブドウ、イチゴ、リン

 ゴ、バナナなどの商業化に成功している。



 
90年代後半にはアロエとカトレアのブームが起こり、中国の試験管植物技術は飛

 躍的に進展した。



 
2001年までに各規模の試験管植物の研究と生産機関は530社に達した。

（農林大学約150校、科学研究院約230ヵ所、企業約150社）



 
細胞工学技術によって培養された小麦の新品種は栽培面積は73ヘクタールに達し

 ている。



 
ジャガイモ、サトウキビ、花卉の生産に植物組織培養と快速繁殖解毒技術が重要

 な役割を果たしている。



5）バイオ農薬

中国はバイオ農薬とグリーン薬品の発展を「中国21世紀議事日程」の目標に組み

 込んでいる。

現在、BT遺伝子組換え微生物薬剤など3種類の農薬が既に商業化、あるいは商

 業化される予定になっている。

中国のバイオ農薬の研究機関は30数ヵ所に及び、研究開発人員は約500人、生物

 農薬企業は約200社、登録品種は約50に達している。



（6）製薬
 1）バイオ薬品



 
多数の遺伝子工学薬物とワクチンが試験段階から商業化のステップに移り、遺伝

 子工学薬物産業も一定の規模に達した。



 
人工血液代用品は臨床研究段階に入った。



 
体細胞クローンと遺伝病の遺伝子診断技術は国際先進水準に達した。



 
B型血友病、悪性腫瘍、梗塞性末梢血管疾病など6つの遺伝子治療プランが臨床

 試験段階に入った。



 
ナノテクが医薬研究に応用されている。



 
腫瘍免疫治療、抗血管治療、生物チップと幹細胞などの技術が進展した。



 
中国のバイオ薬品の技術は国外と比べて差があり、バイオ製薬企業の研究開発

 投資の不足と研究開発能力の低さ、各段階の技術の連続性と研究成果の産業化

 率の低さに課題が残っている。



2）ワクチン



 
中国では現在、疾病予防製品の年間生産供給可能量は約10億人分、主要な人用

 ワクチンは約30種、一定規模を有するワクチン生産企業は約20社に達しているが、

 年商1億元（約15億円）以上の企業は2、3社しかなく、技術の集約と量産化が望ま

 れている。

3）漢方薬


 
漢方製薬は、中国の伝統と資源が集約された貴重な薬品と位置付けられている。



 
中国政府は、漢方製薬の商業化を進めており、現在3ヵ所の漢方薬安全性評価セ

 ンターと4ヵ所の漢方薬評価基準臨床試験センターがある。また、3ヵ所の国家漢方

 薬薬理評価基準実験室、4ヵ所の国家漢方薬プロジェクト技術センターの建設を進

 めている。



 
中国国内には448ヵ所の漢方薬植付基地があり、作付面積は約100万ヘクタールに

 達する。



（7）漢方医学（中医）



 
2005年末時点で、全国に漢方病院は3009ヵ所あり患者数は延べ約2億3400万人

 （救急を含む）、総合病院の漢方科の患者数は延べ5851万人（救急を含む）に達し

 た。



 
全国の漢方病院のベッド数は3万1000床、総合病院漢方科のベッド数は3万3000床

 で、利用率は65％である。現場の漢方医の人数は49万3000人であった。



 
漢方研究教育機関に関しては、高等医学校が32校（専門大学5校を含む）、中等漢

 方学校が61校ある。また、総合医学校（部）128校と衛生学校455校でも漢方医学を

 教えている。このほか、独立した漢方薬の教育研究機関が119ヵ所ある。漢方医

 学・薬学の学生数は2000年の7万7000人から2005年の間に38万5000人に大きく増

 加した。



 
中国政府は漢方医学・薬学に対し、科学研究と技術開発・商業化という2つの側面

 から政策を展開しており、財政支出は2004年の37億52万元（約563億円）から2005

 年には41億4200万元（約621億円）まで増加した。





 
2003年のWHOの世界伝統医学発展戦略で漢方医学や鍼灸、漢方薬が伝統医学

 の面から重視されるなど、漢方医学の国際化の要求が強まってきている。



 
中国はすでに70以上の国・地域と漢方薬に関する条項を含んだ協力協議書を締結

 しているだけでなく、16の漢方医学専門の協定も締結している。



 
政府協力の枠組みの下で実施されている主なプロジェクトとしては、「中医薬エイズ

 予防・治療（タンザニア）」、「中医薬大腸肛門疾病治療（日本）」、「中草薬血液病予

 防（オーストラリア）」、「中医薬喘息治療（ロシア）」、「中医薬主要と糖尿病予防・治

 療（イタリア）」などがある。



 
また、中国の漢方医学・薬学専門学校と海外の学校による提携も盛んであり、日本、

 韓国、欧州では政府の承認した正式な漢方医学校が設立されている。

脳疾患の研究

内分泌疾患の研究

血液病の研究

腫瘍の研究

免疫系疾患の研究

呼吸器系統疾患の研究

腎臓病の研究

ウイルス性肝炎の研究

エイズの研究

①

 
主要な研究テーマ

②漢方医学の国際化



ご清聴ありがとうございました。
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